






川崎病における冠動脈病変の特徴は拡張病変(動脈瘤)と狭窄病変が併存することである。

このために、成人の冠動脈疾患において通常行なわれている冠動脈狭窄度の肉眼的判定は

臨床においても病理においても正確さを欠く。そこで我々は以前より、冠動脈病変の定量

的解析を試みてきた。今回は川崎病における虚血性心疾患の特異性、特に突然死の成因を

解明するために死亡時の内腔面積(残存内腔面積)と死亡直前以前の内腔面積(残存内腔面

積+新鮮血栓面積)を中心に、冠動脈病変の定量的解析を行った。 


